
　
播
州
ち
く
さ
手
漉
和
紙
工
房
を
訪
ね
て

　
日
本
名
水
百
選
の
一
つ
、
千
種
川
源
流
の
水
を

使
い
、
手
漉
き
紙
の
本
流
を
忠
実
に
守
り
、
雁
皮

紙
を
漉
い
て
お
ら
れ
る
、
吉
留
新
一
さ
ん
の
工
房

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　
吉
留
さ
ん
は
、
平
成
４
年
４
月
、
千
種
町
に
和

紙
工
房
を
開
業
さ
れ
て
い
る
。

　
吉
留
さ
ん
が
漉
い
て
お
ら
れ
る
雁
皮
は
紙
の
王

様
と
い
わ
れ
、
日
本
独
自
の
紙
料
で
あ
り
、
滑
ら

か
で
緻
密
、
虫
が
つ
き
に
く
く
耐
久
性
の
あ
る
紙

で
、
奈
良
時
代
か
ら
上
層
階
級
で
は
、
永
久
保
存

す
る
書
冊
を
つ
く
る
の
に
広
く
愛
用
さ
れ
て
い
た
。

　
当
工
房
か
ら
創
作
さ
れ
る
雁
皮
紙
も
そ
の
特
性

を
最
大
限
に
い
か
さ
れ
、
文
化
財
補
修
用
紙
と
し

て
も
、
国
内
外
を
問
わ
ず
使
用
さ
れ
て
お
り
、
宮

内
庁
書
陵
部
や
国
立
博
物
館
な
ど
に
も
納
品
さ
れ

て
い
る
。

　
大
量
生
産
の
た
め
に
は
、
各
工
程
に
人
を
配
置

し
、
紙
を
作
る
の
が
現
代
の
や
り
方
で
あ
る
が
、

吉
留
さ
ん
は
、
１２
工
程
を
ひ
と
り
で
作
業
さ
れ
て

い
る
。
師
匠
の
「
紙
は
心
で
漉
け
」
の
教
え
を
守

り
、
一
枚
一
枚
、
心
を
込
め
て
漉
い
て
お
ら
れ
る
。

　
紙
漉
き
と
い
う
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
に
は
、

千
種
の
自
然
を
愛
し
、
清
ら
か
な
水
・
気
温
が
最

適
条
件
で
あ
り
、
手
広
く
し
な
い
と
い
わ
れ
た
の

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
開
業
さ
れ
て
１６
年
、
地
域
に
し
っ
か
り
根
を
張

り
、元
文
化
財
保
存
修
理
研
究
員
で
最
大
の
理
解
者

で
あ
る
奥
様
と
、
二
人
の
子
ど
も
さ
ん
、
「
家
族

が
い
る
か
ら
今
の
自
分
が
あ
る
。
」
と
。

　
小
さ
な
子
ど
も
さ
ん
た
ち
に
お
父
さ
ん
と
一
緒

に
漉
い
た
雁
皮
紙
と
お
手
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、

心
温
ま
り
な
が
ら
千
種
を
あ
と
に
し
た
。

　
播
州
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さ
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漉
和
紙
工
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14●自然保護のため再生紙を利用しています。 ●大豆油インキで印刷しています。
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